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いつもお世話になっております。今回も 3 月議会での私の一般質問と市当局の回答を中心
にご報告をさせていただきます。 
 

 3/1（金曜日）に、一般質問に立ちました。以下、市当局の回答です。 

１． 魅力と個性にあふれたまちづくりに関して  
印西市基本構想には将来都市像実現のための６つの柱があり、そのなかには「多彩な産業

が育つ活力あるまちづくり」が掲げられている。しかし、基本構想実現のための前期５ヵ

年の具体的な指針となる第１次基本計画、そして３ヵ年の事業計画を掲げた第１次実施計

画を見ていても充分なものとはいえないのではないだろうか。市民がこの街にずっと住ん

でいたい、誇りに思う街になるためには「魅力と個性にあふれたまちづくり」が必要であ

ると考えるが、「多彩な産業が育つ活力あるまちづくり」を今後、どのようにすすめていく

のであろうか？ 
 
（１）市民生活の充実や地域の発展にむけて、地域産業の育成、都市基盤および情報通信

基盤の整備、情報ネットワークの形成をはかることが重要であると考えるが、 
   （あ） 地域産業の育成のために、「ふれあい農業の確立」が施策としてあげられる 
       が、他の産業の育成のためにはどのような施策があるのか。 
 
（回答／市長）平成１２年度に策定をいたしました、印西市基本構想に基づき、平成１３

年度を初年度とする印西市第１次基本計画が策定されております。その計画の中で、「魅力

ある商業・業務地形成」、「環境に配慮した工業団地整備と既存工業の振興」を施策の柱と

して事業を進めてまいりたいと考えております。 
 
「魅力ある商業・業務地形成」につきましては、施策の体系として「商業の活性化」と「経

営基盤の強化」の２本を掲げております。 
 
商業の活性化では、市街地活性化対策研究事業の推進をすすめるため、地域の歴史や文化、

風土等を活用し活性化を図るための方策を、地元商工業者や商店会、商工会等と連携しな

がら研究を進めているところでございます。ニュータウン内商業街区の整備においては、

千葉ニュータウン中央駅や印西牧の原駅周辺を早急に成熟するために、開発事業者と共に

すすめてまいりたいと考えております。  経営基盤の強化においては、融資制度のさら

なる充実に努めてまいりたいと考えております。 
組織・団体等の育成については、商工会や関係機関と連携し、商店街の組織化及び協業化、

共同化事業を推進しております。指導体制の充実においては、商工会や関係機関と連携し、

経営講座などの研修体制の確立や、経営指導相談体制の充実を図っているところでござい

ます。  商工業につきましては、市が直接できないこともあり、商工会や商店会が事業

者となり実施する事業につきましては、これからも支援をしてまいります。 
 
次に、「環境に配慮した工業団地整備と既存工業の振興」につきましては、優良企業の誘致

と経営基盤の強化を施策として掲げて事業を行っております。 
 
優良企業の誘致につきましては、現在、企業誘致推進事業の中で、誘致に向け優遇措置を

検討しているところでございます。 



経営基盤の強化につきましては、商工会等関係機関との連携を強め、経営診断や各種研修

会等の事業の充実を図っているところです。 
また、貸付・補助金制度の拡充については、中小企業に対して設備資金及び運転資金を融

資し、経営の安定化を図る事としております。今後は、融資期間の延長と据置機関の設定

などを視野に検討をすすめております。 
 
これからもこの施策を推進し基本構想で掲げる「人と自然が笑顔でつながるまち－いんざ

い－」の実現にむけ、誠心誠意、努力をして参りますのでよろしくおねがいいたします。 
 
（再質問） 
20年後の印西市はどのような産業が育っているのでしょう。 
現状は、羅針盤を持たずに海図だけで航海にでてしまったようなものではありませんか？ 
市民がこの街にずっと住んでいたい、誇りに思う街になるためには私は街に活力が必要だ

と思います。その意味でこの質問をしているわけです。（例えば、船橋市は産業振興ビジョ

ンを作成するために、20 年後の船橋市の産業はこうなっていればいいと策定委員会を開催
しています。印西市では地域ポテンシャルを踏まえて、まちづくりの視点を含めて市の産

業の発展方向を示す「産業ビジョン」すらありません。） 
 
 印西市は市民のニーズをどのように捉えられているのでしょうか。 
 市として、新たに事業を起こそうとする市民に対してどのような創業支援策を 
 考えているのか？ 
 
（回答／助役） 
中小企業庁で出している「中小企業施策利用ガイドブック」に創業支援に必要な事業資金

の融資など様々な支援策が用意されている。 
 
（ぐんじとしのりより） 
印西市に隣接する、我孫子市では「新たに事業活動を起こす際に期待する支援策は何か」

というような調査も行われています。10年、20年たって、現在の働き盛りの皆様が定年を
迎え、その人達が、この印西のまちに安心して住むにはどうするのか今から考えなければ

ならないと思います。そのためには、「産業振興ビジョン」の策定は必須であると考えてい

ます。  皆様はどのようにお考えになりますか？ 
 

 商業施設が牧の原駅北口に  

先日、この紙面にてご報告をさせていただいた牧の原駅北口の業務用地（印西消防署牧の

原分署東側 114,935㎡）に「ジョイフル本田」が進出致します。（公団千葉ニュータウン支
社で担当者に確認済み～契約も終了）詳細は確認が取れ次第、皆様にご報告をさせていた

だきます。 また、一部、経済誌で掲載されている「印西市にウォールマート*が進出予定
（牧の原駅南口の業務用商業施設用地に進出が決定）」の記事に関しては、同支社からは「何

も聞いていない。」とのコメントをいただきました。（４月 12日現在） 
 
＊ ウォールマート／本国の米国をはじめとする世界 10ヶ国で約 4600店のチェーン展開
をしている世界ナンバー１の小売業（年間売上高 約 28兆円）。本年３月 14日に「5月末
に西友の第３者割当増資を引きうけて 60 億円を出資し、発行済み株式の 6.1％を取得する
資本提携を結び、2007年までに最大 66.7％の西友株を取得する」ことを発表。 
 
いつもご声援、ご支援ありがとうございます。次回も引き続き 3 月議会のご報告を中心に
させていただきます。この紙面へのご意見に限らず、市政全般へのご提言、ご批判、皆様

からのご相談はいつでも承ります。あるべき市政の姿を求めて皆様と考えていきたいと思

います。よろしくお願い申し上げます。            ぐんじとしのり 
 
 


